
子どもたちのよさを伝える 
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最初の練習では全然跳べなかったけど、何回もやったら跳べた。グループでリーダーだっ

たけど、うまくやれたと思った。紙に技を書くのに時間がかかった。発表で低学年に見せる

のに緊張した。ソロでは二重回しをやるのが楽しかった。またやりたかったです。 

3-1 渡辺さん 

→ 「何回もやったら跳べた」という達成感と「低学年にみせる」という緊張感を味わえたことがいいですね。 

 

最初は全然やることが決まらなかったけど、グループで相談したら、なんとなく決まり

ました。私は学年の前で発表しました。最初はちょっと恥ずかしかったけど、グループが「だい

じょうぶ」って言ってくれて､恥ずかしくなくなって、やっぱグループでやるのは楽しかったです。ま

た、やりたいです。 

3-1 小林さん 

→ グループで行うことのよさを感じているところがいいですね。 
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今日は3月9日、「さくの日」です。 

さて、昨日は 3 年生のなわとびダンス発表会の高学年向け発表があり、これで 3

年生のなわとびダンス発表会は全て終了しました。ということで、子どもたちの振り

返りを紹介します。 


